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ATmega328Pの USARTの制御プログラムフロー図（例） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Init_USART 

Work ← 0 

８ビットデータ？ 

Work |= UPM01 

送信許可，受信許可，受信割り込み許可 

UCSR0B ← RXCIE0 | RXEN0 | TXEN0 

通信速度（ビットレート）設定 

UBRR0H, UBRR0L ← ビットレート 

戻る 

YES 

USARTインターフェース初期化 

パリティなし？ 

１ストップビット？ 

偶数パリティ？ 

Work |= UPM00 

Work |= USBS0 

Work |= UCSZ01 Work |= (UCSZ01 | UCSZ00) 

通信データ構成をセット 

UCSR0C ← Work 

YES 

YES 

YES 

送受信用バッファ＆ポインタを 

初期化 

送受信用バッファ＆ポインタ 

・送信バイト数（TxSize） 

・送信バッファ 

・受信バッファ 

その他ポインタ類があるがこのフロー

では省略。 

送信中フラグ ← 0 

※通信データ構成（データ長、パリティ、

ストップビット）と通信速度は引数で

指定可能。 

【備考】 

UCSR0B ←  RXCIE0 | RXEN0 | TXEN0 とは、

UCSR0Bレジスタの RXCIE0, RXEN0, TXEN0ビット

を’1’にして、他のビットは’0’にすること。 
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UDRE割り込み 

データ送信 

UDR0 ← 送信バッファのデータ 

TxSize ← TxSize - 1 

TxSize = 0？ 

正常終了 

YES 

送信割り込み処理 

TxSize ≠ 0？ 

送信割り込み禁止 

UCSR0B.UDRIE0 ← 0 

YES 

送信割り込み禁止 

UCSR0B.UDRIE0 ← 0 

送信中フラグ ← 0 

送信中フラグ ← 0 

※UCSR0B.UDRIE0 は、UCSR0Bレジ

スタのUDRIE0ビットという意味。 
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RxDat=終端コード？ 

受信バッファ ← RxDat 

戻る 

戻る 

エラーフラグ取り込み 

Flag ← UCSR0A & (FE0 | DOR0 | UPE0) 

RXC割り込み 

YES 

NO 

受信割り込み処理 

Flag ≠ 0？ 

受信データをダミーリード 

RxDat ← UDR0 

受信データを読み込む 

RxDat ← UDR0 

RxDat=文字コード？ 

受信バッファフル？ 

受信バッファにある 

最も古い１フレームを削除 

YES 

NO 

※フレームとは、ヘッダコード～終端コード

までの１行を言う。 

※文字コードとは、0x20 未満の制御コード

を除いたコードを言う。 
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文字列送信 

TxSize ← 0 

送信中フラグ=0？ 

送信データを送信バッファにコピー 

送信タイムアウト？ 

送信中フラグ ← 0 

異常終了 

YES 

ASCII文字列送信 

送信待ち時間タイマをセット 

正常終了 

YES 

TxSize ← TxSize + 1 

バッファフル？ 

送信中フラグ ← 1 

NO 

NO 

終端コード？ 

機能： 

指定された場所にある送信フレーム（ヘッダコード～終

端コード）を送信する。 

受信チェック 

受信あり？ 

異常終了 正常終了 

受信バッファに１バイト以上の 

受信データがあるか調べる 

YES 

FALSE TRUE 

FALSE 

TRUE 

送信割り込み許可 

UCSR0B.UDRIE0 ← 1 

※UCSR0B.UDRIE0 は、UCSR0Bレジ

スタのUDRIE0ビットという意味。 
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文字列受信 

ヘッダコード？ 

受信バッファから受信データを得る 

正常終了 

YES 

受信あり＊？ 

異常終了 

ASCII文字列受信 

NO 

NO 

受信待ち時間タイマをセット 

受信タイムアウト？ 

ヘッダコードを指定場所に格納 

Length ← 0 

受信あり＊？ 

受信待ち時間タイマをセット 

受信タイムアウト？ 

異常終了 

受信バッファから受信データを得る 

終端コード？ 

受信データを指定場所に格納 

Lengthを戻り値とする 

戻り値を 0とする 

NO 

NO 

YES 

戻り値を 0とする 

Length ← Length + 1 

格納場所がいっぱい？ 
YES 

機能： 

１フレーム（ヘッダコード～終端コード）を受信し、

指定された場所に格納する。 

FALSE 

TRUE 

TRUE 

＊受信バッファに１バイト以上の受信データが

あるかどうか調べる。 


